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出席希望者はこちらから！
出席受付フォームへご連絡ください。
https://dousoukai.site/minoh-kofukai/soukai-form/

当日は箕面高校青楓祭の開催日でもありますので、是非青楓祭も併せてお楽しみください。
成人同窓会については食事や飲み物の提供はございません（各自、食堂利用は可です）。
当日は、創立60周年記念式典の模様のビデオ上映などを予定しています。

※教室につきましては、当日正門受付にてご案内致します。

　ふるさと納税制度の対象である
「大阪教育ゆめ基金」を活用し、「母

校応援ふるさと納税」制度が私立・
府立高校等の教育活動を支援する
ことを目的に令和６年度に創設さ
れました。箕面高校も母校応援ふ
るさと納税制度を活用した「寄付」
を募集しております。
　光楓会員の皆様にも本制度をお
含みおきいただけましたら幸甚で
す。よろしくお願いいたします。
　 右 のQRコ ー ド
から申し込みペー
ジに入れます。ク
レジットカードで
も納税できます。

母校応援
ふるさと納税のご案内

と　き 	 2024年９月７日（土）	 2024年９月７日（土）
次　第 	 総会　　　　10：30 〜11：00	 総会　　　　10：30 〜11：00
		 成人同窓会　11：00 〜12：00成人同窓会　11：00 〜12：00

ところ 	 箕面高校にて開催	 箕面高校にて開催

総会 並びに
成人同窓会（　　　　）のご案内35〜38期

卒業20年目の期が対象

2024（令和６）年８月５日発行25号

発　行 大阪府立箕面高等学校内 光楓会
 大阪府箕面市牧落4－8－66
 TEL 072－721－7091
 https://dousoukai.site/minoh-kofukai/
デザイン・印刷　株式会社 サラト　
 兵庫県姫路市北条宮の町172
 TEL 079－284－1380
 https://salat.co.jp

総会の日に学校に遊びに来ませんか？
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令
和
５
年
４
月
１
日
に
箕
面
高
校
第
17
代
校
長

と
し
て
着
任
し
、
今
年
度
校
長
２
年
め
と
な
り
ま

し
た
、
大
川　

智
（
お
お
か
わ　

さ
と
し
）
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
挨
拶
が
遅
れ
誠
に
恐
縮
で
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

大
阪
府
立
箕
面
高
等
学
校
は
、
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
度
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
度
の
在
校
生
は
60
～
62
期
生
と
な
り
ま

す
。
光
楓
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
母
校
の
発
展

の
た
め
平
素
よ
り
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

歴
史
を
紐
解
き
ま
す
と
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）

年
に
開
校
以
来
、
地
域
を
代
表
す
る
府
立
進
学
校

と
し
て
の
信
頼
と
実
績
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
平
成

４
（
１
９
９
２
）
年
に
は
国
際
教
養
科
の
新
設
、

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
科
へ
の

改
編
、令
和
３
年（
２
０
２
１
）年
に
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ（
国

際
関
係
学
科
）
10
校
再
編
に
伴
う
新
グ
ロ
ー
バ
ル

科
と
し
て
の
再
編
と
、
箕
面
の
地
か
ら
世
界
を
見

据
え
て
、
着
実
に
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
私
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
触
れ
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
昭
和
60
年
に
大
学
卒
業
後
、

住
友
商
事
株
式
会
社
で
約
38
年
間
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
。
還
暦
を
迎
え
た
令
和
4
年
の
中
頃
に
自

ら
の
今
後
を
考
え
た
際
、
国
内
外
の
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
し
て
き
た
経
験
や
、
人
が
命
で
あ
る
総

合
商
社
で
人
材
育
成
を
実
践
し
て
き
た
こ
と
が
活

か
せ
る
職
業
と
し
て
高
校
の
校
長
先
生
が
ふ
と
頭

に
浮
か
び
、
大
阪
府
の
民
間
人
校
長
公
募
試
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
あ
り
が
た
く
ご
縁
を
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。
校
長
初
年
度
で
あ
る
令
和
5
年
度

は
、
た
だ
た
だ
目
の
前
の
こ
と
を
こ
な
す
た
め
に

走
り
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
6
年
度
は
前

年
度
の
足
跡
を
お
さ
ら
い
し
な
が
ら
少
し
落
ち
着

い
て
学
校
経
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
旧
第
一
地

区
校
長
会
の
委
員
長
や
、
国
際
関
係
科
部
会
の
副

委
員
長
の
役
職
も
い
た
だ
き
、
様
々
な
視
点
か
ら

府
立
高
校
の
経
営
や
運
営
と
い
う
も
の
を
考
え
、

実
践
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

１
年
前
に
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
か
ら
概
ね
解
放
さ

れ
、
学
校
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
完
全
に
戻
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
体
育
祭
に
は
保
護
者
の

方
々
も
多
数
来
校
さ
れ
、
子
ど
も
達
の
雄
姿
に
成

長
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
祭
も
２
日

め
の
土
曜
日
は
中
学
生
に
も
広
く
公
開
し
、
こ
こ

で
箕
面
高
校
の
良
さ
を
感
じ
て
志
望
し
て
い
る
中

学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
の
修
学
旅

行
は
、
約
10
年
ぶ
り
の
海
外
修
学
旅
行
で
台
湾
に

ま
い
り
ま
す
。
生
徒
達
に
は
、
中
学
生
時
代
に
コ

ロ
ナ
禍
で
活
動
に
制
限
が
あ
っ
た
分
、
そ
れ
を
取

り
返
す
く
ら
い
の
気
概
で
学
校
活
動
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
立
高
校
無
償
化
の
流
れ
の
中
で
、
今
春
の
入

試
に
お
い
て
は
大
阪
府
全
体
と
し
て
は
府
立
高
校

の
志
願
者
が
減
少
し
、
定
員
割
れ
す
る
学
校
が
続

出
す
る
中
、
箕
面
高
校
は
全
日
制
普
通
科
で
府
内

３
位
の
高
倍
率
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
前
向
き

で
優
秀
な
生
徒
を
持
続
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め

に
、
積
極
的
な
広
報
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、

教
育
の
質
の
向
上
や
生
活
指
導
の
充
実
等
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
校
訓
で
あ
る
「
自
主

自
律
」「
和
親
協
力
」
の
マ
イ
ン
ド
を
教
職
員
自

身
も
十
分
に
持
ち
、
生
徒
と
共
に
教
職
員
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
続
け
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
箕
面
高
校
の
伝
統
と
特
色
あ
る
教

育
実
践
を
継
承
し
つ
つ
、
更
な
る
発
展
に
向
け
て

生
徒
・
教
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
光
楓
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

光
楓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
光
楓
会
活
動
に
ご
理
解
ご
支
援
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
は
母
校
の
創
立
60
周
年
に
当
た
り

多
く
の
旧
職
員
及
び
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
多
額
の

寄
付
金
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
母
校
の
記
念
事
業

に
光
楓
会
か
ら
支
援
金
と
し
て
１
２
，０
０
０
，

０
０
０
円
の
支
援
金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
金
は
、
記
念
事
業
の
正
門
改
修
工
事

の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
正
門
改
修
は
、
創
立
後
60
年
を
経
過
し
た

旧
正
門
が
老
朽
化
に
よ
る
痛
み
が
ひ
ど
い
こ
と
、

ま
た
自
転
車
通
学
者
が
増
え
安
全
対
策
の
た
め
に

校
門
付
近
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
門
改
修
が
記
念
事
業
と
し

て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
修
さ
れ
ま
し
た
新
正
門
、
デ
ザ
イ
ン
も
素
晴

ら
し
く
そ
し
て
安
全
に
も
対
応
し
た
立
派
な
正
門

で
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
２
年
11
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
記
念

式
典
は
、
石
田
利
生
校
長
先
生
の
下
、
先
生
・
在

校
生
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
「
和
親
協
力
」
の

お
陰
で
素
晴
ら
し
い
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
特
に
卒
業
生
で

あ
る
山
岸
弁
護
士
（
24
期
）
に
よ
る
特
別
授
業
は

在
校
生
に
素
晴
ら
し
い
記
憶
と
し
て
残
る
も
の
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
光
楓
会
規
則
の
改
正
に
よ
り
総

会
を
青
楓
祭
当
日
（
２
０
２
４
年
９
月
７
日
）
の

10
時
30
分
よ
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
母
校
そ
し

て
在
校
生
の
学
園
風
景
を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
の

で
多
く
の
卒
業
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
ら
く
休
止
し
て
お

り
ま
し
た
卒
業
成
人
式
（
卒
業
後
20
年
）
を
35
期
・

36
期
・
37
期
・
38
期
ま
と
め
て
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
、
多
く
の
卒
業
生
の
参
加
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
役
員
一
同
、
皆
様
に
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ご　挨　拶
光楓会会長

岡 本 眞 弘　（６期生）

箕面高校の校長に就任して
大阪府立箕面高等学校校長

大 川 　 智
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みなさん、お元気にお過ごしでしょうか？
1975年 ～ 1977年、あの頃、いつも何を聴
いていましたか？
何を読んでいましたか？
恋をしていましたか？
卒業式から47年。途方もない年月が過ぎ
ましたが、今一度、再会を喜び合いたいと
思っています。
ぜひお誘いあわせの上、ご出席ください。

日　時　2024年10月６日（日）
　　　　12時　受付／ 13時　開宴／ 16時　終宴
場　所　ガーデンシティクラブ大阪　
　　　　大阪市北区梅田２－５－25
　　　　ハービス大阪６階
ＴＥＬ　06－6343－7770
会　費　9,000円（税込）
なお、８月20日（火）ごろ締め切り。

同窓会幹事長
　中村敦子　090－3464－9455
副幹事
　山崎之廣　070－8321－9572（SMS専用）

開催日：2023年12月29日（金）
場　所：道頓堀ホテル
出席者：77人

卒業して33年。
LINEで繋がれ
た同窓生に声
かけし急遽開
催にいたりま
した。
近況を伝え合
いながら懐か
し話に花が咲き、最後にはフォークダンスで盛り上がりました。
いろいろある人生ですが、これからも箕面高校で出会えた縁を大切に、
今回会えなかった方々も『還暦同窓会』で会いましょう！！

第26期生同窓会ご報告

開催日：2023年10月15日（日）
場　所：千里阪急ホテル
出席者：87人

コロナ禍で１
年延期した開
催でしたが、
以前のような
会が出来たこ
とが、とても
嬉しいことで
した。

第10期生同窓会ご報告

開催日：2023年11月４日（土）
一次会　13時〜 16時
　　　　場　所：（梅田）ホテル阪急レスパイア　宴会場「クオッカ」
　　　　出席者：93名
二次会　16時30分〜
　　　　場　所：（梅田）新阪急ホテル　バー「リード」
　　　　出席者：78名

昨年11月４日に17期生は還暦同窓会を催しました。ひとりでも多くの方
と一緒に還暦を祝いたく、住所不明の方は心当たりを探したうえで案内
状を発送し、１次会には先生を入れて93名、２次会は78名参加頂きました。
１次会では都合で参加出来なかった方のビデオメッセージを流したり、
還暦にちなんで「何か赤いものを身につけてくる」ことをドレスコード
としてSomething Red大賞を選んだり、校歌斉唱など企画も充実して楽
しいひと時を過ごすことが出来ました。
案内状の発送
等、経費も掛
か り ま し た
が、光楓会か
らお祝い金を
頂いたおかげ
で、大変心強
く準備をする
ことが出来ま
した。
ご支援頂き、本当にありがとうございました。

第17期生還暦同窓会ご報告

同期会について
① 光楓会では、同期会への支援をしてお

ります。お祝い金10,000円、又は宛
名シールを用意します。同窓会の情報
をお寄せください。会報に掲載させて
頂きます。

② 土日、祝日に箕面高校にて同窓会を開
催することはご遠慮ください。（施設
管理、教員の休日の配慮のため、ご理
解を頂けますと幸いです。）

※ 利用に関して、直接学校へお問合せ頂
くこともお控えください。

検 索
本 社　兵庫県姫路市北条宮の町172    TEL 079－284－1380

FAX 079－288－4834https://salat.co.jp/

同窓会したいなぁ と思ったら
㈱サラト の 同窓会幹事代行

★住所録不要。案内状発送・出欠管理はお任せください。
（サラトは、箕面高校光楓会名簿の管理を承っている同窓会支援専門会社です。）

Reフレンズイメージキャラクター
ともーる

詳細は、㈱サラト『Re フレンズ』の
ページをご確認ください。

https://www.refriends.net/

第12期生同窓会の
お知らせ

同 期 会 報 告 2024
August

予告
コーナー
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　令和４年11月10日豊中市立文化芸術センターに於いて開催さ
れました創立60周年記念式典は、コロナ禍のなか多くの制限が
ありましたが、光楓会員の皆さまのご理解を賜り、永く記憶に刻
まれる感動的な記念式典となりました。この記念すべき日、24
期生の山岸久朗弁護士による特別記念講演があり、生徒会執行部
のメンバーとの質問タイムを通じて、箕高時代から現在に至るま
での貴重な経験が共有されました。また、吹奏楽部やダンス部な
どのパフォーマンスが式典を彩り、全学年全クラスが参加する「校
歌歌いつなぎ」は、先輩たちから受け継ぐ「自主自律」「和親協力」
のマインドを胸に感動的な一体感を生み出しました。
　コロナ禍で学びと学校生活の一部を失った988名の生徒たちに
とって、記念式典は新たな希望の始まりを意味しています。箕高
創立60周年事業実行委員会は、光楓会及びPTA役員、教職員と
共に議論を重ね、光楓会の皆さまからの多大なご支援を得て記念
事業として校門の全面改修を行うことができました。「光楓会報

24号」でお願い申しあげました「更
なる後輩たちの教育環境を整備す
べく」協賛金へのご協力をいただ
きましてほんとうにありがとうご
ざいました。
　私たち箕高は、コロナ禍での困難を乗り越え、学びの場として
の学校の価値を再認識し、互いの絆を深め、共に成長してきまし
た。これからも、創立70周年に向けて、箕高の伝統を守りつつ、
新しい時代のニーズに応え、箕高が、生徒一人ひとりが輝ける場
所であり続けて欲しいと切に願います。
　光楓会員の皆さま方には、母校 箕高への心からのご支援を改
めてお願い申しあげます。
　箕高は、光楓会員の皆さま方と「自主自律」「和親協力」のマ
インドを胸に、いつまでも共にあります。

箕高 「自主自律」「和親協力」のマインド
創立60周年から70周年に受け継ぐ

大阪府立箕面高等学校 第16代　校長　石田　利生

60周年おめでとうございます。
60周年記念式典で講演をさせていただくという過分なお役目を
いただきました。
箕面高校を愛する者として、お役に立てれば嬉しいです。
私の箕面高校時代は、勉強はほどほどに、陸上部で走り、同級生
と結成したバンドでベースを弾き、道場で空手をやり、深夜にファ
ミレスでアルバイトして（時効）他校の生徒と交流し、といま考
えればメチャメチャ多彩な生活でしたが、その結果？国立の神戸
大学法学部に進学し、司法試験に合格して弁護士になりましたの
で、まさに進路や将来に迷っている在校生に、自分の人生を披瀝
することで、少しでも道しるべになれたら…と思って引きうけま
したが、今の時代に引き直すと不適切にもほどがある内容だった
ので、後で怒られるかもしれんなーと思いながら、後輩のためと
思ってタブー無しでしゃべりましたが、講演時間に誰ひとり寝ず、
想像以上に盛り上がったので嬉しかったです。
講演後、帰る時、たくさんの生徒から声をかけてもらって記念撮

影しました。その際さまざまな生の声とふれあったのですが、や
はり現役の箕面高校生は元気がいい！教えるつもりで行ったのに
逆に教えられて帰ってきました。フレッシュなパワーをもらいま
した！
貴重な機会をありがとうございました。無料でいいので70周年
も呼んでください（笑）

　基調講演登壇者：山岸久朗氏の寄稿

令和６（2024）年大学入試　結果　（推薦を含む、２部・夜間主を除く） 令和６年５月１日
進路指導部

【国立大学】 【公立大学】 【主な私立大学】
大　　学 現役 既卒 計 大　　学 現役 既卒 計 大　　学 現役 既卒 計 大　　学 現役 既卒 計

信 州 大 1 1 旭 川 市 立 大 1 1 関 西 大 123 20 143 大阪医科薬科大 10 10 
静 岡 大 2 2 長 岡 造 形 大 1 1 関 西 学 院 大 109 7 116 神 戸 薬 科 大 1 1 
名 古 屋 大 1 1 東 京 都 立 大 1 1 同 志 社 大 32 7 39 合　計 11 0 11 
滋 賀 大 1 1 長 野 大 1 1 立 命 館 大 25 17 42 
京都工芸繊維大 2 2 滋 賀 県 立 大 2 2 合　計 289 51 340 京 都 女 子 大 3 5 8 
大 阪 大 1 1 京都市立芸術大 1 1 同 志 社 女 子 大 15 2 17 
大 阪 教 育 大 7 7 大 阪 公 立 大 2 2 4 京 都 産 業 大 39 39 神 戸 女 学 院 大 20 20 
神 戸 大 4 3 7 兵 庫 県 立 大 1 1 近 畿 大 194 30 224 武 庫 川 女 子 大 50 5 55 
奈 良 教 育 大 1 1 神戸市外国語大 1 1 甲 南 大 35 5 40 合　計 88 12 100 
和 歌 山 大 1 1 神 戸 市 看 護 大 1 1 龍 谷 大 119 20 139 
鳥 取 大 1 1 公立大学　計 9 5 14 合　計 387 55 442 
島 根 大 1 1 
山 口 大 2 2 国公立大　合計 32 12 44 明 治 大 1 1 
愛 媛 大 2 2 青 山 学 院 大 1 1 

国立大学　計 23 7 30 立 教 大 1 1 
合　計 3 0 3 
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　一昨年、本校は創立60周年を迎えました。それにあたり、そ
の前年より校内にて60周年記念事業実行委員会を立ち上げ、実
行委員長を仰せつかりました。そこから光楓会役員の皆様、PTA
役員の皆様とともに約１年をかけて60周年に向けた記念事業を
計画してまいりました。記念事業として実施したのは（１）記念
式典の挙行（２）記念誌の発行（３）正門・通用門の全面改修です。

　（１）令和４年11月10日に豊中市立文化芸術センターの大ホー
ルにて、記念式典を挙行しました。本来であれば、光楓会員の皆
様や、現役生徒の保護者の皆様もお招きしたかったのですが、コ
ロナ禍でそれが叶いませんでした。第１部では来賓の皆様にご登
壇いただき、祝辞を頂戴するなど厳かな雰囲気で、その後本校卒
業生（24期生）で現在、弁護士としてTVでもご活躍されている
山岸久朗様に生徒に向けた講話をお願いしました。それまでの厳
かな雰囲気が一変し、会場には笑顔が溢れました。ご自身の箕面
高校時代や、現在のご職業に至るまで様々なお話をいただき、生
徒にとって楽しくも学び多い時間となりました。バックヤードで
は、とある生徒が山岸弁護士を目撃した際、ボソッと「写真撮り
たいなぁ」と呟いていたことをお伝えしたところ、迷わずその生
徒の元へ引き返し、「写真を撮ろう！」と仰ってくださるサービ
ス精神旺盛な姿が印象的
でした。お忙しい中、快
く講演を引き受けてくだ
さった山岸久朗様に改め
て感謝申し上げます。その
後、第２部として本校現役
生徒の文化部のパフォー
マンスがありました。そ
の最後に行ったダンス部、
チアダンス部、吹奏楽部、
民謡研究部の部員約100名

のパフォーマンスは圧巻の一言。４部活が揃って練習ができたの
はたったの３回、それも極めて短時間でしたが、来賓の皆様もそ
のクオリティの高さに驚かれていました。60周年の節目にふさ
わしい行事となりました。

　（２）記念誌「光
楓台の六十年」を発
行 し ま し た。49期
生 か ら60期 生 の 学
校 生 活 の 歩 み や、
49期生から60期生
の代表生徒・代表教
員の寄稿、そして現
在、社会で活躍され
ている卒業生の皆様
からの寄稿をいただきました。「光楓台の六十年」の発行に際し、
ご協力くださった皆様に感謝申し上げます。

　（３）当初、屋根付き駐輪場の増設や、お手洗いの改修など様々
な候補があった中、予算や工期などの関係から正門・通用門の全
面改修を実施することに決定しました。デザインから携わらせて
いただき、特に正門の門扉のデザインと「大阪府立箕面高等学
校」「MINOH HIGH SCHOOL」の浮き出しの看板はこだわりが詰
まったものとなっています。時折、卒業生と思われる方々が正門
前で写真を撮る姿も拝見し、新たな箕面高校のシンボルとなって
いるのかなと嬉しく思っています。この改修に際し、卒業生の皆
様に寄付のお願いをしたところ4,354,371円もの寄付が集まりま
した。ご寄付くださった皆様本当にありがとうございました。

　３つの記念事業を通じて、改めて学校というのは様々な支えの
元に成り立っている大切な場
所であることを強く感じまし
た。そのことに日々感謝しな
がら、今後も目の前の生徒達
を支えていければと思います。
　60周年の節目に際しまし
て、関わってくださったす
べての皆様に感謝申し上げま
す。今後とも箕面高校をどう
ぞよろしくお願いいたします。
　光楓会員の皆様、ご都合合
えば、文化祭にて母校に帰っ
てきてください。

創立60周年記念事業
60周年記念事業実行委員長　安川　晋平

2023年度の生徒会執行部は、生徒会の先輩達が
残してくれた良い部分を継続しながらも、他校
と交流するなど新しい部分で生徒会を活発にす
る活動をしてきました。そのような経験を通し
て、改めて箕高の素晴らしさを知る機会も多かっ
たです。逆に、もっとこうできるはずと思うこ
とも数多くあり、その部分を新しい生徒会執行
部が変えてくれると思います。今後とも、全校
生徒がより良い学校生活を送れるように活動し
ていくので、応援よろしくお願いいたします。

・毎週木曜日放課後、定例執行部会
・ 毎週月曜日昼休み、生徒会ラジオ実

施（全校放送にて）
・生徒会アンケートを実施
・入学式にて生徒会入会式を実施
・各学期の始業式、終業式の司会進行
・対面式、クラブ紹介の運営

・ 体育祭実行委員会、文化祭実行委員
会のサポート

・ 10月、12月、1月の計３回行われた
学校説明会にて中学生、保護者に向
けてクイズ形式でプレゼンを実施。
同日、生徒会質問ブースを設置

・ 12月に池田高校、和泉高校の生徒会
と交流会を実施

【 2023年度　生徒会執行部活動報告 】
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アメリカンフットボール
2024年春季大会
１回戦　vs関西大倉高校
　　　　27－０勝利（ベスト８進出）
２回戦　vs大阪産業大学附属高校　０－14敗戦
関西大会まであと１歩というところまでチームは
強くなりました。新たに１年生も迎え、秋季大会
に向けて邁進してまいります。
陸上競技
第77回大阪高等学校陸上競技対校選手権大会、大
阪インターハイに以下の種目で出場しました。
男子　110mＨ、走高跳、4×100Ｒ、4×400Ｒ
女子　400mＨ、三段跳、4×100Ｒ、4×400Ｒ
惜しくも、近畿大会への出場はかないませんが、
部員それぞれが、様々な挑戦を経て、いい気づき
を得られたようです。新たに１年生部員も加わり、
次なる挑戦に向けて始動しています。
水泳
2023年９月の新人戦では２年生の高林那海さんが
６位入賞、近畿新人大会への出場を果たしました。
現在マネージャーを含め22名で活動をしており、
１人でも多く６月末に行われる、中央大会に出場
できるよう、日々練習に励んでいます。
男子テニス
令和５年11月23日の大阪公立高校個人戦テニス大
会本戦トーナメントでは、１年生高須陣汰君が優
勝、馬詰慶亮君が準優勝！令和６年２月３日の第
12回近畿公立高等学校テニス大会では、大阪大会
優勝の高須陣汰君が見事優勝を果たし、大阪大会
準優勝の馬詰啓介君が第３位の成績を残しました。
今年度は戦力もますます充実しており、秋の高校
総体団体戦、大阪公立校団体戦での本戦優勝を目
指して、頑張っています。
女子テニス
2023年度大阪公立高校個人戦で猪田さんが準優
勝し近畿大会に出場しました。大阪公立高校対抗
団体戦では第５位で、残念ながらあと一歩のとこ
ろで近畿大会出場を逃しました。その他、春季団体
戦、秋季団体戦、各個人戦で予選を突破し、多くの
選手が本選大会出場を果たしています。地域大会
では、石井・大浦ペアが箕面市民大会で準優勝する
など健闘が光りました。公立高校の中で常に上位
を占めることができているのも、一人ひとりがよ
く努力した結果です。これからも練習に励みます。
卓球
令和５年度は３学年男子９名、女子５名で活動し
ました。令和６年度は新たに１年生が８名入部し、
剣道場を利用して日々工夫をこらしながら練習を
しています。日頃の努力が実り、全国卓球選手権
大会大阪予選会でベスト32、府立高等学校でブ
ロック準優勝など、結果を残す生徒も出てきてい
ます。
男子ハンドボール
令和６年度は選手１学年21名、２学年５名、マネー
ジャー４名の計30名で活動しています。ハンド
ボール未経験者が多いですが、楽しく真剣に活動
しています。
女子ハンドボール
23年春季大会は大阪府ベスト８。24年春季大会は
部員不足のため、他校との合同チームでの参加。
北ブロック地区ベスト８の結果となりました。部
員不足の状況でしたが、現３年生１名が北ブロッ
ク選抜選手に選ばれ、北南地区対抗戦大会におい
ては最優秀選手となりました。今年度は有力な新
入部員が９名入部して、新たな目標に向かって
日々頑張っております。今後とも応援よろしくお
願いいたします。
男子バスケット
23年度　ウインターカップ予選　２回戦敗退
　　　　新人大会　３回戦敗退
　　　　公立校大会　北地区　優勝
　　　　公立校大会チャンピオン大会出場
24年度　インターハイ予選　３回戦敗退
前年度は17年ぶりの公立校大会　北地区　優勝で
した。今年度も各大会で勝ち上がれるように部員
一同頑張ってまいりますので応援よろしくお願い
いたします。
女子バスケット
60・61期：中央大会出場
　　　　　公立高校大会予選リーグ優勝、決勝リーグ進出
　　　　　豊中市会長杯３位
いつも通り、“明るく･楽しく･強く”を目標に掲げ、
日々練習しています。部内でのトラブルは皆無、
みんな一生懸命部活動に取り組んでいます。これ
も先輩たちの日々の取り組みが礎となって現在の
女子バスケットボール部が運営されています。本
当に感謝しかありません。部員には学習･行事･部

活すべてが充実した高校生活を送ってもらいたい
と考えています。
※試合用のユニフォームの短パン（緑･白）が新
調できなくなりました。先輩方のなかで短パンや
ビブスを拠出してもかまわない人がいましたら、
箕面高校まで郵送してもらえれば助かります。
男子バレー
令和６年度春季大会１次予選にて２部リーグへと
昇格しました。現在は61期２年生が主体となって
活動に取り組んでいます。高校からバレーを始め
る生徒も多いですが、メリハリをつけて真剣に楽
しむバレーボールを体現すべく、懸命に練習して
います。今のチームの目標は１部昇格。
女子バレー
24年度春季大会１次予選　２部２位
現在は２年生10名、１年生17名で活動に取り組ん
でいます。チームの目標は、楽しくバレーボール
をする、そして１部昇格です。日々の練習に直向
きに取り組み、周りへの感謝を忘れず、部員一同
精進してまいりますので応援よろしくお願いいた
します。
ソフトボール
大阪高校ソフトボール春季大会
　１回戦 枚方津田１対11
全国高校総合体育大会
　１回戦枚方１対９
３年生２名、２年生６名、１年生１名の９人で活
動していました。ぎりぎりの人数の中で、創意工
夫をこらし練習を行いました。試合においても、
勝利とはいきませんでしたが、『自分たちのでき
ることを確実にこなす』をテーマに４月からチー
ム全体として成長できたと感じています。
バドミントン
23年度
・ 第26回北摂高校バドミントン大会
　（団体戦）女子ベスト８
・ 第78回大阪高等学校総合体育大会
　（団体戦）女子ベスト16、男子ベスト32
　（個人戦）女子ダブルスⅡ部　第３位
・ 第17回大阪府公立高校バドミントン大会
　（団体戦）女子第３位
　（個人戦）女子ダブルス　ベスト８、第３位
　　　　　　女子シングルス　ベスト８
　　　　　　男子ダブルス　ベスト16
24年度
・ 第78回大阪高等学校春季バドミントン競技会兼

2024年度全国高等学校総合体育大会大阪府予選
（団体戦）女子第５位

高校からの初心者、中学校からの経験者と部員の
競技レベルは様々ですが、部の目標を達成できる
ように、一丸となって活動しています。応援よろ
しくお願い致します。そして、是非練習に来てい
ただき、在校生のゲーム相手をお願いしたいです。
剣道
部員は多くありませんが、一生懸命、日々稽古に
励んでいます。「正剣不滅」を目指し、挨拶や礼
儀など、“当たり前のことを当たり前にする”こと
を心がけています。昨年度の新人戦大会では、ベ
スト16（個人）という結果になりました。
サッカー
24年度
大阪春季高校サッカー大会（府下ベスト32）
２回戦岸和田産業４－０　３回戦大阪６－１
４回戦豊島３－０　　　　５回戦東海大仰星０－10
ダンス
24年度
マイナビHIGH SCHOOL DANCE COMPETITION（ハ
イダン）全国大会　スモール４位
高校ストリートダンス選手権（ストダン）予選　決
勝大会５位　ストダンクライマックス出場権獲得
新入生も入部し、３学年123名で活動しています。
大会出場の他、箕面市の成人祭や北大阪急行延伸
開業祝賀イベントなど地域でのイベントにも参加
させていただきました。また、先日の引退公演会
には多くの方にご来場いただきありがとうござい
ました。感謝の気持ちを大切に頑張ってまいりま
す。今後も応援よろしくお願いいたします。
民謡研究
23年度
・校内ライブを月に１回実施
・ 高校生バンド大会 BREAK OF LIMIT 2023
　グランドチャンピオン大会準優勝
・文化祭にて野外ライブ実施
・ クリスマスライブ、引退ライブをライブハウス

にて開催
３学年合わせて112名で活動をしています。バン
ドではなくクラブで活動をしていくことを目標に
頑張っています。応援よろしくお願いいたします。
文芸
毎年文化祭での部誌の発行。２年生部員１名で一
生懸命取り組んでいます。卒業生の皆さんまたい
つでも遊びに来てください。

邦楽
９月　青楓祭にて演奏会実施
２月　大阪府高等学校芸術文化祭　日本音楽部門出演
３月　竹見台デイサービスセンター訪問
箕面高校の後輩として、皆様のますますのご発展
をお祈り申し上げます。
美術
24年度は新入部員が４名入り、現在８名で活動中
です。今年も夏は高校展へ出品予定ですので、部
員の力作をぜひご覧ください。
高校展Ａブロック（今年度までブロックごとの開催です）
　2024年８月７日（水）～ 11日（日）
　９：30 ～ 17：00（最終日は15：30まで）
　豊中市立文化芸術センター　展示室
放送
24年度　 第48回全国高等学校総合文化祭　放送部

門（８月開催）大阪府代表［アナウンス・
朗読］に推薦されています。

現在第71回NHK杯に向けて、全国大会への切符を
得ることを目標に皆で精力的に活動しています。
大会だけでなく、各種イベントの司会の仕事のオ
ファーも頂き、箕高放送部は更なるレベルアップ
をめざして邁進中です。今後も応援をよろしくお
願いいたします。
エレクトロニクス研究
OBの指導のもと部活動が活発になっています。こ
のため部員も増加しています。今まで継続してい
たプログラミングなどの活動に加え、今年からア
マチュア無線が復活します。
茶道
外部から講師の先生を招聘し、基本的には月２回、
木曜日に活動を作法室でお稽古しております。ま
た、文化祭ではお茶席を設けており、毎年好評を
いただいております。
華道
秋の文化祭において、華道部全員による創作生け花、
華道部部員・顧問による生け花の展示を行った。
家庭科
秋の文化祭では、バスボムを販売し、大盛況でし
た。普段の活動は部員で作りたいものを計画し、
調理実習や製作活動を楽しくしています。
吹奏楽
現在、吹奏楽部は61期生９名、62期生８名の計17
名で生徒主体の活動をしています。2024年３月末
には地域の皆様からご支援いただき、学外のメイ
プルホールにて久々に定期演奏会を復活すること
ができました。今年度はフルートが０名であった
り、まだまだ不足しているパートもありますが、
各種本番が成功するように取り組んでいきたいと
考えています。今年度の年間予定は下記の通りで
す。今後とも応援をどうぞよろしくお願いいたし
ます。
＜主な年間行事予定＞
８月　大阪府吹奏楽コンクール北摂地区大会
　　　（＠豊中市立文化芸術センター）
９月　文化祭（＠本校体育館ステージ）
11月　第１ブロック音楽会（＠宣真高等学校）
12月　クリスマスコンサート１
　　　（＠本校音楽室or視聴覚室）
12月　クリスマスコンサート２
　　　（＠パークウェルステイト千里中央）
２月　卒業式（＠本校体育館）
漫画イラスト研究
今年度は新入生が９名の入部があり、全員で部員
が14名となりました。文化祭に向けて、準備をして
います。
演劇
学内での公演、文化祭、地区大会参加の他に、箕面
FM「ハイスクールプログラム・チアフルタイム」
に長年出演しています。昨年度はその縁から、箕
面市の依頼を受けて、小中学校に配布する消費者
問題を扱ったCDドラマの脚本を作成し、出演しま
した。３月にはその件で箕面市より感謝状を受け
ました。今年度は２年生４名に１年生４名が加わ
り、より幅広い活動を目指します。
ＥＳＳ
2024年３月に最後の部員が卒業して、現在部員が
いない状態です。
天文
文化祭でプラネタリウムを制作、実施しました。夏
休みに合宿を計画しています。
チアダンス
ほとんどが未経験者でしたが、柔軟や筋トレの基
礎練に加えてラインダンスや技の練習も自分たち
で動画を撮り合い、改善点などを話し合うことで
よりよいパフォーマンスが出来るように日々頑
張っています。現在は主にイベントでのパフォー
マンスを中心に活動していますが、これからはチ
アダンス部をより良いものにしていくため、大会
や他の部活の応援なども予定しています。これか
らも感謝の気持ちを忘れずに自信と誇りを持ち、
頑張ります。

部活動報告
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寄付総額4,354,371円　多くの方々の寄付、温かいコメント等をありがとうございました。
（新しくなった正門、機会がございましたら是非ご覧ください。）

旧　職　員
井　上　泰　子 （旧職員）
石　田　利　生 （旧職員）
石　山　邦　彦 （旧職員）
尾　崎　　　格 （旧職員）
大林（浅香）輝子 （旧職員）
加　集　允　子 （旧職員）
梶　山　尚　文 （旧職員）
辰　田　　　稔 （旧職員）
出　口　　　学 （旧職員）
橋　本　勇　治 （旧職員）
福　井　年　子 （旧職員）
松　井　伸　英 （旧職員）
村上（井上）万里 （旧職員）
山　本　一　寿 （旧職員）
山　本　修　二 （旧職員）
吉　野　正　明 （旧職員）
鷲　尾　菊　子 （旧職員）

正　会　員
大　野　朱　美	（1期①）
稲葉（木原）民江	（1期①）
山本（重吉）和子	（1期①）
石川（友松）久美子	（1期①）
藤原（石川）久子	（1期③）
阿部（金子）正江	（1期③）
窪田（松原）とき子	（1期③）
池　田　和　正	（1期④）
貝原（青柳）美津子	（1期⑤）
森永（大塚）昌子	（1期⑤）
大　濱　惠美子	（1期⑤）
中村（萱野）比佐子	（1期⑤）
澤　田　憲　一	（1期⑤）
由良（鳥飼）淑美	（1期⑤）
林　　　哲　俊	（1期⑤）
和　栗　　　清	（1期⑤）
阪　口　　　勉	（1期⑥）
野口（浜地）憲子	（1期⑥）
松　浦　隆　介	（1期⑥）
廣岡（山口）正子	（1期⑥）
瀬古（神野）恵子	（1期⑧）
杉　迫　義　昭	（1期⑧）
田　中　康　之	（1期⑧）
平　井　信　夫	（1期⑧）
長谷川　　　茂	（1期⑨）
松平（花本）正美	（1期⑨）
森　島　孝　司	（1期⑨）
若　城　　　泰	（1期⑨）
織　田　豊　石	（1期⑩）
村　中　文　夫	（1期⑩）
香　取　民　生	（1期⑪）
笹　川　和　正	（1期⑪）
戸　川　洋　一	（1期⑪）
西　　　貞　雄	（1期⑪）
西　本　眞　一	（1期⑪）
東　田　司　郎	（1期⑪）
廣　岡　章　嘉	（1期⑪）
和田（鞆）律子	（2期①）
天　野　　　隆	（2期③）
遠　藤　　　純	（2期④）
細　見　文　泰	（2期④）
今　井　貞　泰	（2期⑤）
手島（小菅）サク子	（2期⑤）
佐野（竹林）和美	（2期⑤）
戎家（中川）加代子	（2期⑤）
足　立　知　正	（2期⑦）
大本（梅村） 里	（2期⑦）
花田（大塚）敏子	（2期⑦）
黒澤（中島）栄子	（2期⑧）
豆　若　安　男	（2期⑩）
植　田　富　雄	（2期⑪）
岡田（岡）伸治	（2期⑪）
加　集　資　朗	（2期⑪）
田　中　　　篤	（2期⑪）
宮　田　久　寛	（2期⑪）
西澤（中村）純子	（3期①）
高木（平ノ上）まゆみ	（3期①）
中下浦（前田）洋子	（3期①）
横山（石和）洋子	（3期②）
杉　本　裕　子	（3期②）
浜田（山田）裕子	（3期③）
財　間　常　文	（3期④）
高山（寺西）絵美	（3期④）
織　田　康　男	（3期⑤）
高　野　達　洋	（3期⑤）
藤田（羽間）裕子	（3期⑤）
石　田　晶　大	（3期⑥）
松　居　　　正	（3期⑥）

植山（浅野）長子	（3期⑦）
長尾（朝倉）啓子	（3期⑦）
西　村　明　秀	（3期⑨）
石　井　喜　一	（3期⑩）
蛭子谷　　　治	（3期⑩）
植　木　謙　二	（3期⑪）
釣　　　愼　一	（3期⑪）
村　尾　信　夫	（3期⑪）
中　井　優　子	（4期①）
藤本（吉田）真弓	（4期①）
金　子　晴　美	（4期②）
佐川（村上）晴美	（4期②）
沢村（木村）都茂子	（4期③）
桑　原　　　伸	（4期③）
竹　原　　　暁	（4期③）
村　上　利　晴	（4期③）
滝　　　慎一郎	（4期④）
福　島　通　晴	（4期④）
水川（森）和代	（4期④）
安　本　　　渡	（4期④）
渡　辺　宗治郎	（4期④）
伊　福　英　一	（4期⑤）
北　沢　　　猛	（4期⑥）
白　浜　克　章	（4期⑥）
高　橋　良　次	（4期⑥）
中　村　和　雄	（4期⑥）
松　田　信　幸	（4期⑦）
宮川（水嶋）明美	（4期⑦）
板　垣　　　健	（4期⑧）
大河原　　　治	（4期⑧）
太　田　佳　孝	（4期⑧）
佐　野　眞　士	（4期⑧）
田　中　正　史	（4期⑧）
野　村　美　明	（4期⑧）
浜　口　　　徹	（4期⑧）
松　本　清　治	（4期⑧）
和　佐　博　史	（4期⑧）
坂　本　潤　一	（4期⑨）
二階堂　雄　次	（4期⑨）
安　藤　和　繁	（4期⑩）
小　野　隆　司	（4期⑩）
宍　戸　俊　夫	（4期⑩）
九冨（榎）三都子	（5期①）
松本（奥田）明美	（5期①）
田丸（岡野）伊都子	（5期②）
井　上　貴　俊	（5期③）
中　谷　恒　平	（5期③）
西　川　弘　一	（5期③）
片岡（井上）葉子	（5期④）
髙　塚　邦　夫	（5期④）
原　　　昌　嗣	（5期④）
小林（馬場）安代	（5期⑤）
福　中　英　夫	（5期⑤）
岡本（北村）太英子	（5期⑥）
佐　藤　康　夫	（5期⑦）
内田（本田）惠子	（5期⑦）
笠　松　為　一	（5期⑧）
相　原　和　久	（5期⑨）
近　藤　良　一	（5期⑨）
笹　部　和　成	（5期⑨）
藤　原　功　三	（5期⑨）
宮　原　厚　秀	（5期⑨）
別府（照）真智子	（6期①）
本間（平林）晶子	（6期①）
井　上　美千代	（6期③）
富　田　謙次郎	（6期③）
伊東（萩原）伴子	（6期③）
橋　田　幸　彦	（6期③）
久次（横田）礼子	（6期③）
篤　田　　　正	（6期④）
中　川　敏　夫	（6期④）
藤　川　　　登	（6期④）
三　砂　満里子	（6期⑤）
田　尻　健　行	（6期⑥）
玉木（武沢）麻知子	（6期⑥）
花木（日比）陽子	（6期⑥）
大山（向山）恵子	（6期⑥）
岡　本　眞　弘	（6期⑦）
片　山　辰　雄	（6期⑦）
川　村　篤　彦	（6期⑦）
修理田　　　勉	（6期⑦）
林　　　　　清	（6期⑦）
藤　原　哲　郎	（6期⑦）
川　村　耕　治	（6期⑧）
福　井　昌　次	（6期⑧）
吉　川　岳　男	（6期⑧）
黒田（安東）朋子	（6期⑨）
北　條　輝　夫	（6期⑨）

牧　野　　　史	（6期⑨）
宮　本　嘉　久	（6期⑨）
太刀川（藤田）乃里子	（7期①）
葊井（今倉）昌子	（7期②）
西条（高森）秀子	（7期③）
桑田（松尾）順子	（7期④）
金子（岡島）住枝	（7期⑤）
大　石　敏　久	（7期⑥）
當　山　秀　孝	（7期⑥）
久　本　文　孝	（7期⑥）
玉井（藤田）季子	（7期⑥）
河　原　真　澄	（7期⑧）
中村（中村）直美	（7期⑧）
　　　真　敏	（7期⑧）

菅　　　哲　也	（7期⑨）
下原口　美　貴	（7期⑨）
堀　　　俊　久	（7期⑨）
森　井　國　央	（7期⑨）
稲　毛　康　司	（7期⑩）
加　藤　忠　男	（7期⑩）
小　谷　直　樹	（7期⑩）
松　井　茂　樹	（7期⑩）
森　嶋　孝　文	（7期⑩）
赤坂（山道）和子	（8期①）
吉富（国元）栄子	（8期②）
田中（苗代）啓子	（8期③）
吉川（中島）千惠子	（8期③）
今　村　武　司	（8期④）
松　本　郡　二	（8期④）
池　尻　芳　雄	（8期⑤）
増田（矢ケ崎）ゆふ子	（8期⑥）
小竹（森田）勇二	（8期⑦）
森　　　淳　一	（8期⑧）
横　山　元　男	（8期⑨）
今　安　正　樹	（8期⑩）
片山（岩久）昌代	（9期①）
池　田　直　也	（9期③）
佐藤（曽野）香代子	（9期④）
清　水　宏　祐	（9期⑤）
大　塚　士　郎	（9期⑥）
高　橋　義　昭	（9期⑦）
蔵　所　良　幸	（9期⑧）
高　橋　　　恭	（9期⑧）
福　永　佳　史	（9期⑧）
太　田　哲　司	（9期⑩）
片　山　信　之	（9期⑩）
北　山　信一郎	（9期⑩）
小　坂　淳　彦	（9期⑩）
白　井　正　人	（9期⑩）
寺　岡　　　明	（9期⑩）
谷口（青山）裕子	（10期①）
長尾（末田）京子	（10期①）
松田（玉田）淳子	（10期①）
古田（池田）芳枝	（10期③）
長　沢　哲　志	（10期④）
平　野　宏　久	（10期④）
河　崎　明　彦	（10期⑤）
齋　藤　太　郎	（10期⑤）
谷　田　明　美	（10期⑤）
早　野　　　健	（10期⑤）
竹　内　昭　二	（10期⑥）
松　田　裕　二	（10期⑥）
池　　　和　夫	（10期⑦）
大　倉　隆　明	（10期⑦）
山　本　修　三	（10期⑦）
森　　　勇　人	（10期⑧）
井　上　史　朗	（10期⑨）
中　井　英　之	（10期⑨）
中　津　研　一	（10期⑩）
穂苅（竹田）則子	（11期①）
加　藤　敬　治	（11期②）
藤本（佐谷）千寿	（11期③）
藤　本　欣　司	（11期③）
久　保　弥　生	（11期④）
堀　部　裕　一	（11期④）
落合（高尾）志代美	（11期⑤）
仁　井　裕　幸	（11期⑤）
原田（村田）尚子	（11期⑤）
大　岡　修　平	（11期⑥）
三　木　　　誠	（11期⑥）
𠮷見（木村）和美（11期⑦）
加　村　隆　英	（11期⑨）
田　中　　　功	（11期⑨）
佐　納　達　二	（12期①）
源　　　敏　明	（12期①）
久　保　行　紀	（12期③）
奥　井　泰　伸	（12期④）
築　城　昌　信	（12期④）

国　安　哲　史	（12期⑤）
杉　本　真　一	（12期⑤）
山　根　光　行	（12期⑤）
上　田　勝　彦	（12期⑦）
柴（木暮）容子	（12期⑧）
前　川　　　博	（12期⑧）
犬　塚　高　行	（12期⑨）
川　西　　　充	（12期⑨）
中　山　晋　一	（12期⑨）
今　川　佳　光	（12期⑩）
中　川　隆　司	（12期⑩）
濱　田　　　哲	（12期⑩）
竹　田　芳　則	（13期①）
中　村　　　剛	（13期①）
小　松　弘　明	（13期②）
若　松　　　衛	（13期③）
上　西　武　二	（13期⑥）
斎　藤　俊　一	（13期⑧）
藤　原　義　男	（13期⑨）
松　下　英　志	（13期⑨）
林　　　正　之	（13期⑩）
北　村　秀　樹	（14期①）
中　島　克　彦	（14期①）
吉川（上石）万里	（14期②）
荒谷（加茂）美裕紀	（14期③）
森　岡　慎　司	（14期③）
伊　関　　　要	（14期④）
入　江　伸　享	（14期④）
北　川　正　治	（14期④）
若　藤　正　典	（14期④）
平　田　洋　一	（14期⑦）
今村（福田）道子	（14期⑦）
前　田　孝　一	（14期⑧）
澤（一階）信子	（14期⑨）
岸上（岸上）寿子	（15期②）
蔦　　　宏　一	（15期②）
下　原　逸　樹	（15期③）
鈴　木　幸　夫	（15期③）
南　　　裕　恵	（15期③）
山　本　　　茂	（15期④）
福原（小西）美也子	（15期⑥）
伊　藤　博　美	（15期⑨）
大　西　啓　之	（15期⑨）
葭　井　功　治	（15期⑩）
石　崎　厚　史	（16期①）
名　越　良　昌	（16期②）
田内（妻鳥）景子	（16期③）
海﨑（郡）雅子	（16期④）
鈴　木　延　往	（16期④）
鈴木（柚野）伸子	（16期④）
井　上　洋　光	（16期⑤）
清　水　　　篤	（16期⑥）
里見（名出）道子	（16期⑥）
山田（玉邑）真理子	（16期⑦）
重田（松崎）弘子	（16期⑦）
若　藤　正　彦	（16期⑦）
金　岡　成　年	（16期⑧）
亀　山　周　郎	（16期⑩）
宮　脇　好　広	（17期①）
寺西（岸上）美砂子	（17期⑥）
小　栗　伸　公	（17期⑧）
稲葉（北村）京子	（17期⑧）
桑　野　真　浩	（17期⑨）
松　本　敏　行	（17期⑨）
小　林　敦　志	（17期⑩）
藤　原　秀　樹	（17期⑩）
牧　野　　　望	（18期①）
森　　　順　一	（18期①）
谷川（中野）律子	（18期⑦）
奥　山　　　勲	（18期⑨）
塩　本　公　平	（18期⑩）
古　川　晃　一	（18期⑪）
上　鍋　公　二	（19期⑤）
今井（丹羽）亜由美	（19期⑦）
福　井　慎　吾	（19期⑨）
西垂水　忠　光	（19期⑩）
岡　田　秀　樹	（19期⑪）
下　村　文　人	（19期⑪）
森　田　敦　士	（19期⑪）
山　口　雅　代	（20期④）
若　園　浩　史	（20期④）
津　田　祐　介	（20期⑤）
上　田　真　季	（20期⑥）
石　畑　真　吾	（20期⑦）
松　尾　陽　如	（20期⑨）
大　西　哲　生	（20期⑩）
奥　津　　　淳	（20期⑩）
平　村　佳　子	（20期⑩）

井　上　慎　介	（20期⑪）
重　松　克　治	（20期⑪）
瀬戸口　隆　之	（20期⑪）
水　野　正　士	（20期⑪）
笠　坊　行　生	（20期⑫）
近　久　晴　彦	（20期⑫）
前　川　秀　昭	（21期⑥）
岡　崎　泰　裕	（21期⑪）
泊　　　雄　三	（22期③）
福　田　竜　也	（22期③）
石　川　和　明	（22期④）
千　布　正　英	（22期④）
山　口　茂　夫	（22期⑨）
松　尾　昌　彦	（22期⑩）
淺　田　雅　男	（22期⑪）
舩　野　博　之	（22期⑫）
中田（佐竹）妙子	（23期③）
井　内　めぐみ	（23期⑦）
桝井（屋比久）あや子	（23期⑦）
佐々木　英　美	（23期⑩）
市　原　由　寛	（23期⑪）
西　村　和　広	（23期⑪）
中野（奥村）友何	（24期①）
利　田　晶　子	（24期②）
木　元　由　香	（24期③）
中　田　義　仁	（24期③）
江口（平岡）佐和子	（24期⑥）
福　島　英　賢	（24期⑩）
村　上　　　隆	（25期⑩）
小　倉　恵　子	（25期⑪）
藤　川　　　浩	（25期⑬）
室　江　英　典	（25期⑭）
名波（吉岡）奈美	（26期①）
豊嶋（吹田）尚美	（26期⑥）
村　尾　有　代	（26期⑥）
鳥　居　雅　夫	（26期⑪）
森　重　昌　之	（26期⑫）
北ノ原　良　彦	（26期⑭）
藤　本　佳　久	（27期①）
高　田　明　義	（27期⑩）
永　井　晴　敏	（28期⑥）
植　木　　　亮	（28期⑬）
三木（中原）さくら	（29期③）
大　西　健　志	（29期⑦）
白波瀬　一　博	（29期⑫）
猪股（川崎）静子	（30期①）
中　野　加奈子	（30期①）
石　鞍　耕　平	（30期⑪）
松　崎　泰　久	（30期⑫）
福　永　陽　子	（31期⑤）
清　水　隆　行	（31期⑥）
今　村　慎一朗	（31期⑧）
山本（戎家）美紀	（31期⑧）
岡田（平）顕子	（32期②）
加　納　真由美	（32期⑧）
澤邉（中川）弘子	（33期②）
廣　田　　　学	（33期④）
山　田　祐　介	（33期⑥）
中　島　　　建	（34期⑩）
杉江（大川）晶子	（35期⑧）
妹尾（岡本）明梨	（37期⑦）
北　山　洋　平	（38期⑨）
赤　土　玲　子	（39期③）
樋　口　多　聞	（40期②）
松　本　万里子	（41期④）
尾　﨑　礼　佳	（44期③）
東　　　暁　子	（45期⑤）
中　井　友紀子	（46期③）
石　森　　　慎	（46期⑧）
久布白　兼　明	（48期⑤）
藤森（大﨑）亜由美	（48期⑧）
海　藏　つぐみ	（49期⑤）
中　川　あ　や	（51期①）
馬　場　裕　基	（52期⑧）
岡　村　　　慶	（53期②）
西　村　都　和	（54期⑩）
馬　場　達　也	（55期⑧）
飛鳥井　正　太	（56期②）
岡　崎　結　衣	（56期④）
中　司　和　希	（57期②）
佐　竹　礼　那	（57期③）
中　山　亜　海	（57期④）
窪　田　　　悠	（57期⑤）
匿　名　希　望	 　６名

総　数　　　438名
◆ ご協力ありがとうございました ◆



光楓会報　25 号       （ 8 ）

　コロナ禍で光楓会活動も思うようにい
きませんでしたが、ようやく世の中も活
気を取り戻し、本号では、創立60周年
記念式典の様子以外にも、複数の同期会
の開催報告もでき、少しずつ会員の皆様

も顔を合わせる機会が増えたことを嬉しく思います。
60周年記念式典では、24期生で弁護士、タレントとし
てもご活躍の山岸久朗さんに、図々しくも無償でご講演
と記念誌への寄稿をお願いしましたところ、「母校のた
めなら」とご快諾いただきました。２年振りとなる会報
発行に際しても、引き続きコメントも寄せてくださり、
卒業後も変わらず箕面高校を愛して止まない先輩方との
ご縁・ご支援は、光楓会にとって、大変有難く貴重なも
のであると改めて実感いたしました。私事ですが、母は
２期生。親子２代で箕面高校卒です。将来娘も入学すれ
ば親子３代となるでしょうが、それはまだ分かりません
ね（笑）。向かうは創立70周年！引き続きの光楓会への
ご理解・ご協力を宜しくお願い致します。まずは、青楓
祭の日に総会でお会いしましょう！（Y）

住所・氏名等訂正・変更手続きはWEBで！

フォームパスワード：kofukai6626

編集
後記

2023年度　光楓会一般会計決算報告書
【単位：円】

収入総額 2,200,411
支出総額 1,923,110
差引残額 277,301

（現金  120,345　三井住友銀行  138,127　ゆうちょ銀行  18,829）

【収入の部】
科　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減 摘　　要

前年度繰越金 471,565 471,565 0 現金　83,907
三井住友　387,658

本年度入会金 1,715,000 1,710,000 5,000 5,000円×342人（58期生）
寄 付 金 0 18,829 △18,829 26期生同窓会参加者より
雑 収 入 0 17 △17 預金利息

計 2,186,565 2,200,411 △13,846

【支出の部】
科　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減 摘　　要

事 務 費 100,000 29,570 70,430
組 織 充 実 費 100,000 341,540 △241,540
慶 弔 費 10,000 0 10,000
総 会 費 200,000 0 200,000
記 念 品 費 100,000 0 100,000
生徒活動補助 300,000 730,000 △430,000
特別会計積立 1,000,000 800,000 200,000
光楓会ＨＰ費 300,000 0 300,000
貸 金 庫 費 30,000 22,000 8,000
会 報 発 行 費 0 0 0
予 備 費 46,565 0 46,565

計 2,186,565 1,923,110 263,455

※ コンビニエンスストア・スマートフォン決済からご入金いただく場合は、
通信欄がご利用できません。住所・氏名に訂正がある場合は、郵便
局・ゆうちょ銀行をご利用いただくか事務局までご連絡ください。

※ ご入金いただく際は、必ずお手元に届きましたご本人様の振込用紙を
使用してください。

※ スマートフォンアプリでの決済画面にてシステム代行会社「サラト」と
表示されますが、「光楓会」の入会金・年会費で間違いございません。

クレジットカード（QRコード）・スマホ決済案内
会報発行協力金（2,000円）のお願い 役　職 期　組 氏　名

会　　長 ６期　７組 岡本　眞弘

副 会 長
20期　４組 山口　雅代
33期　４組 廣田　　学

会　　計 ６期　９組 黒田　朋子

会計監査
28期　６組 松田　剛志
42期　８組 安川　晋平

書　　記
31期　８組 山本　美紀
39期　５組 善元　亮丞

特別理事
１期　５組 松本　勝彦
１期　８組 杉迫　義昭
４期　２組 金子　晴美

理　　事

４期　１組 山口まゆみ
10期　６組 加藤　孝之
17期　４組 古川　智子
23期　１組 内貴　律子

顧　　問
39期　５組 善元　亮丞
42期　８組 安川　晋平

光楓会役員一覧　（2023〜2024年度）

クレジット決済（VISA、Mastercard、JCB、Diners、AMERICAN 
EXPRESS）でも、会費等の納入が可能です。
上記宛名の氏名下に記載されている「整理番号」

（８桁）をご確認の上、アクセスしてください。
※ クレジット決済ページは2025年２月末まで開

いております。お早めにご入金ください。

会報のアーカイブも
掲載しております。
是非御覧ください。

2024年度　光楓会一般会計予算書
【単位：円】

【収入の部】
科　　目 予 算 額 摘　　要

前年度繰越金 277,301
本年度入会金 1,460,000 5,000×292人（59期生）
雑 収 入 0

計 1,737,301

【支出の部】
科　　目 予 算 額 摘　　要

事 務 費 100,000 通信・会議費
組 織 充 実 費 50,000 同窓会補助
慶 弔 費 10,000
総 会 費 100,000
記 念 品 費 100,000 卒業記念品
生徒活動補助 500,000
特別会計積立 100,000
光楓会ＨＰ費 300,000
貸 金 庫 費 30,000
会 報 発 行 費 400,000
予 備 費 47,301

計 1,737,301

2023年度　光楓会特別会計報告書（積立金）
【単位：円】

【収入の部】
科　　目 収 入 額 摘　　要

前年度繰越金 9,688,777 りそな銀行、ゆうちょ銀行
寄 付 金 87,634
一般会計より 800,000
雑 収 入 44 受取利息

計 10,576,455

【支出の部】
科　　目 支 出 額 摘　　要

周年実行委員会 0
光楓会一般会計へ 0
雑 費 0

計 0

以上の通り、一般会計及び特別会計の決算報告をいたします。
　2024年６月20日 会　　計　　黒田　朋子

監査の結果、正確に出納されていたことを確認いたしました。
　2024年６月20日 会計監査　　松田　剛志
 会計監査　　安川　晋平

収入総額 10,576,455
支出総額 0
差引残額 10,576,455

（りそな銀行  6,056,225　ゆうちょ銀行  4,520,230）

バーコード読取アプリ起動

Pay

支払完了

支払完了

サラト
●●●円

支払い

サラト
●●●円

決済

サ イ ト リ ニ ュ ー ア ル

https://dousoukai.site/minoh-kofukai/

光楓会ホームページが

リニューアルしました


